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新
し
い
日
本
を
つ
く
る
た
め
に
活

躍
し
た
奇
兵
隊
を
顕
彰
す
る
た

め
、
昨
年
８
月
か
ら
全
国
晋
作
会
連
合

会
と
萩
市
、山
口
県
立
大
学
が
協
働
で
、

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
に
下
関
で
撮

影
さ
れ
た
隊
士
た
ち
の
写
真
を
元
に
し

た
隊
服
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ち
ょ
う
ど
１
５
０
年
前
に

奇
兵
隊
が
結
成
さ
れ
た
６
月
７
日
に
、

萩
博
物
館
で
県
立
大
の
学
生
に
よ
る

シ
ョ
ー
形
式
の
完
成
披
露
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
立
大
国
際
文
化
学
部
の
水
谷

由
美
子
教
授
と
研
究
室
で
学
ぶ
学
生
が

制
作
し
ま
し
た
。

　

今
回
再
現
さ
れ
た
古
写
真
は
、
戊
辰

戦
争
か
ら
戻
っ
た
隊
士
た
ち
が
、
途
中

の
横
浜
な
ど
で
記
念
に
買
い
求
め
た
洋

明治２年撮影の奇兵隊
士の古写真（下）と再現
された隊服で同じポー
ズをとる学生

装
や
懐
中
時
計
を
持
っ
て
記
念
に
撮
っ

た
一
枚
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

再
現
さ
れ
た
隊
服
は
、
素
材
に
デ
ニ

ム
や
県
特
産
の
柳
井
縞
な
ど
が
使
用
さ

れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
水
谷
教
授

に
よ
る
と
、
現
在
と
は
形
状
が
違
う
、

上
着
の
エ
リ
の
部
分
が
最
も
難
し
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

野
村
萩
市
長
は
、「
古
写
真
一
枚
か

ら
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
県
立
大

を
は
じ
め
関
係
者
に
感
謝
す
る
。
改
め

て
奇
兵
隊
の
若
者
た
ち
は
、
萩
の
代
表

選
手
だ
っ
た
の
だ
と
実
感
し
た
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
隊
服
は
、
11
月
に
開
催
さ
れ
る

萩
時
代
ま
つ
り
の
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

田
万
川
地
域
の
小
川
地
区
（
旧
み
づ

ほ
農
産
養
鶏
場
跡
地
周
辺
）
に
農
業
生

産
法
人
萩
牧
場
（
松
永
直
之
代
表
取
締

役
）
が
建
設
し
て
い
た
牛
舎
等
が
完
成

し
、
５
月
25
日
に
完
成
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

萩
牧
場
は
、
肉
用
牛
７
０
０
０
頭
を

飼
育
す
る
島
根
県
益
田
市
の
農
事
組
合

法
人
松
永
牧
場
の
関
連
会
社
と
し
て
平

成
24
年
２
月
に
設
立
。
こ
の
た
び
牛
舎
、

た
い
肥
舎
、
飼
料
庫
な
ど
が
完
成
し
ま

し
た
。
中
で
も
１
棟
で
１
７
０
０
頭
を

飼
育
で
き
る
牛
舎
は
日
本
最
大
級
で
す
。

　

現
在
の
約
４
０
０
頭
の
飼
育
数
を
、

来
年
12
月
ま
で
に
１
７
０
０
頭
に
増
や

す
計
画
で
、
計
画
通
り
生
産
さ
れ
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
萩
市
が
県
内
最
大
の
肉

用
牛
生
産
地
域
と
な
り
ま
す
。

　

式
典
で
松
永
社
長
は
「
松
永
牧
場
が

40
年
か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
シ
ス
テ

ム
の
完
成
品
と
し
て
造
っ
た
。
低
コ
ス

ト
で
高
品
質
の
牛
肉
を
大
量
生
産
で
き

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

現
在
、
松
永
牧
場
で
生
産
さ
れ
た
牛

肉
は
、「
ま
つ
な
が
牛
」
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
、
東
京
や
大
阪
の
焼
肉
店

な
ど
で
味
わ
え
る
ほ
か
、
島
根
県
や
萩

市
に
展
開
す
る
ス
ー
パ
ー
「
キ
ヌ
ヤ
」

な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
萩
牧
場

で
生
産
さ
れ
た
牛
肉
は
来
年
７
月
か
ら

市
場
に
出
回
る
予
定
で
す
。

　萩牧場で働く大谷浩司さん（25歳、島根県益田
市）は、18 歳から松永牧場に入社し今年で８年目。
　「幼い頃祖父が牛を飼っていて楽しそうだと
思ったのがきっかけです。耳の垂れ具合や鼻水
など牛の表情を観察しながら行う体調管理は難
しいですが、地元の人からおいしいと言ってもら
えるのが嬉しいです」と話します。

東京都中央区銀座 2-4-18
アルボーレ銀座 8F
☎ 03・5159・1129

割烹焼肉 松永牧場 銀座本店

大阪市北区堂島浜 1-3-16
アックス堂島ビル 3F
☎ 06・6341・2983

焼肉割烹 松永牧場 北新地店

◎その他、東京都内のお店

1700 頭規模の牛舎

キヌヤで販売されて
いる松永牧場牛の
ロースステーキ

「醍醐 お台場店」、「醍醐 有楽町店」
「超熟成黒毛和牛鉄板焼 宮地」、「焼肉処 三幸園」
※詳しくは松永牧場の HP をご覧ください
　（http://www.matunaga-gyu.com/）。
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◦萩市のまちづくりへの助言や提案、協力
◦萩市の歴史・文化・芸術・自然・特産品等を
　全国に発信
◦萩市と各都市、各企業等とのパイプ役

　経済、文化、教育、産業、スポーツ、芸能等
の分野において国内外で活動し、萩市にゆかり
のある著名人等

和い
ず
み泉 

元も
と
や彌

（
狂
言
師
、
東
京
都
）

稲
垣 

知と
も
こ子

（
料
理
研
究
家
、
東
京
都
）

岡
本 

信の
ぶ
と人

（
俳
優
、
東
京
都
）

奥
田 

政ま
さ
ゆ
き

行
（
料
理
人
、
山
形
県
）

金か
な
い井 

美み

ち

こ
稚
子
（
フ
ー
ド
エ
デ
ィ
タ
ー
、

千
葉
県
）

熊く
ま
が
い谷 

喜き
は
ち八

（
料
理
人
、
東
京
都
）

佐さ

さ

べ
々
部 

清き
よ
し（

映
画
監
督
、
東
京
都
）

中
野 

勝か
つ
と
し

利
（
ト
ー
フ
レ
㈱
代
表
取
締

役
社
長
、
大
阪
府
、
萩
商
業
昭
和
57
年

卒
）

ビ
ビ
る
大お

お
き木

（
タ
レ
ン
ト
、
東
京
都
）

藤
原 

浩ひ
ろ
し（

食
文
化
研
究
家
、
東
京
都
）

松
方 

弘
樹
（
俳
優
、
東
京
都
）

松
本 

健け
ん
い
ち
一
（
作
家
、
東
京
都
）

松ま
つ
ま
え前 

ひ
ろ
子
（
歌
手
、
東
京
都
）

渡
辺 

有ゆ
う
こ子
（
料
理
家
、
東
京
都
）

井い
せ
き関 

隆た
か
ゆ
き

行（
萩
大た

い
し
か
ん

志
館
代
表
、福
岡
県
、

萩
高
平
成
６
年
卒
）

梶か
じ
や
ま山 

高た
か
し志

（
㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
代
表

取
締
役
会
長
、
大
阪
府
、
萩
商
工
昭
和

29
年
卒
）

き
た
だ
に 

ひ
ろ
し
（
歌
手
、
東
京
都
）

桐き
り
き木 

憲け
ん
い
ち

一
（
漫
画
家
、
東
京
都
、
萩

高
平
成
６
年
卒
）

田た

ご子 

み
ど
り
（
㈱
コ
ス
モ
ピ
ア
代
表

取
締
役
社
長
、
東
京
都
、
萩
高
昭
和
54

年
卒
）

山
本 

和か
ず
と
も

智
（
作
曲
家
、
東
京
都
、
萩

商
業
平
成
６
年
卒
）

1942年東京都生まれ。60 年に
映画デビュー。俳優として映画
やNHK「八重の桜」などテレビ
で幅広く活躍。

1948 年山口県生まれ。62 年
にドラマデビュー。俳優として
TBS「渡る世間は鬼ばかり」な
ど数 の々ドラマに出演。

1974 年埼玉県生まれ。96 年
にお笑い芸人としてデビュー。
NHK「土曜スタジオパーク」な
どテレビやラジオで活躍。

1969 年山形県生まれ。出身地
鶴岡市のイタリア料理店「アル・
ケッチァーノ」オーナーシェフ。
東京銀座やソラマチにも店舗。

（
業
種
、
現
住
所
）
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手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
大
好
き
な
ボ

ウ
リ
ン
グ
で
働
か
せ
て
も
ら
い
、
ダ
ン

ナ
様
と
同
じ
夢
を
追
い
な
が
ら
二
人
で

現
在
ま
で
生
き
て
き
て
、
本
当
に
「
自

分
の
人
生
、好
き
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
「
優
勝

の
み
」（
笑
）。

　

プ
ロ
に
な
っ
た
昭
和
49
年
か
ら
毎
年
、

プ
ロ
誕
生
記
念
大
会
を
や
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
７
月
27
、
28
日
の

２
日
間
、
約
３
５
０
人
の
お
客
様
に
投

げ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
全
国
的
に
有
名

で
も
な
い
私
の
た
め
に
本
当
に
心
か
ら

感
謝
で
す
。

　

80
歳
を
過
ぎ
た
頃
に
は
、
ダ
ン
ナ

様
も
萩
が
大
好
き
な
の
で
、
一
緒
に
帰

り
ま
し
ょ
う
と
決
め
て
い
ま
す
。
萩
の

子
ど
も
た
ち
、
お
年
寄
り
な
ど
の
た
め
、

横
尾
プ
ロ
、
末
武
プ
ロ
と
二
人
で
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
が
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
っ
て

夢
の
よ
う
な
事
を
考
え
て
い
ま
す
。
で

も
夢
が
あ
れ
ば
元
気
で
働
け
ま
す
。
萩

は
逃
げ
ま
せ
ん
。
叶
う
よ
う
が
ん
ば
り

ま
す
。

　

18
歳
の
３
月
31
日
、
小
郡
駅
か
ら
友

達
と
二
人
、
夜
行
列
車
で
萩
市
越
ヶ
浜

を
出
て
早
や
44
年
。
振
り
返
っ
て
み
て

越
ヶ
浜
中
、
萩
高
と
ス
ポ
ー
ツ
三
昧
、

大
好
き
で
入
っ
た
松
竹
歌
劇
団
“
Ｓ
Ｋ

Ｄ
”、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
大
阪
で
プ
ロ

ボ
ウ
ラ
ー
研
修
生
に
な
っ
て
以
来
、
大

阪
の
ダ
イ
ド
ー
ボ
ウ
ル
と
共
に
41
年
、

プ
ロ
生
活
40
年
目
に
な
り
ま
す
。
東
京

に
い
た
時
も
大
阪
に
い
る
今
も
、
い
つ

も
萩
は
大
好
き
で
す
。
18
年
間
し
か
い

ま
せ
ん
が
、
大
好
き
な
故
郷
で
す
。

　

2 0 1 3 . 7

. 1

経
つ
と
予
選
に
残
る
ま
で
や
ら
せ
て
ほ

し
い
と
続
け
て
、
８
年
目
に
初
め
て
予

選
に
残
っ
た
大
会
で
初
優
勝
。
忘
れ

も
し
ま
せ
ん
、「
Ｊ
Ｌ
Ｂ
Ｃ
九
州
女
子

プ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
で
当
時
最
強
の

斉
藤
志
乃
ぶ
プ
ロ
に
勝
っ
て
の
初
優
勝

で
し
た
。
そ
し
て
今
日
ま
で
プ
ロ
ボ
ウ

ラ
ー
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
ナ
様
も
プ
ロ
に
な
り
二
人
し
て

ず
っ
と
支
え
合
っ
て
き
て
、
結
婚
37
年

に
な
り
ま
す
。
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
を
続
け

さ
せ
て
も
ら
い
、
プ
ロ
と
し
て
が
ん
ば

れ
る
よ
う
我
慢
も
し
、
応
援
も
し
て
く

れ
ま
し
た
。
１
９
８
７
年
に
は
京
都
ス

タ
ー
レ
ー
ン
で
実
力
者
・
中
山
律
子
プ

ロ
を
破
っ
て
「
全
日
本
女
子
プ
ロ
選
手

権
大
会
」
に
優
勝
。
プ
ロ
と
し
て
最
高

の
賞
を
い
た
だ
き
、
大
き
な
大
き
な
思

い
出
で
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
５
勝
で
き
た
の
で

す
が
、
そ
れ
か
ら
が
な
か
な
か
勝
て
ま

せ
ん
。
年
も
重
ね
て
き
ま
す
し
、
精
神

力
も
落
ち
て
き
ま
す
。
10
勝
の
名
球
会

を
夢
み
て
ま
す
が
、
そ
れ
も
今
日
ま
で

叶
い
ま
せ
ん
。
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
同
期
の
プ
ロ
と
約
束
し
た
「
現
役

プ
ロ
80
歳
ま
で
が
ん
ば
ろ
う
」
と
。
ま

だ
ま
だ
時
間
は
あ
り
ま
す
。“
夢
よ
も

う
一
度
”、
私
の
大
好
き
な
言
葉
で
す
。

　

今
は
大
会
へ
の
参
加
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
ダ
イ
ド
ー
ボ
ウ
ル
で
シ
ニ

ア
の
方
、
こ
ど
も
会
な
ど
で
“
ボ
ウ
リ

ン
グ
を
通
じ
て
健
康
で
あ
る
べ
し
”
と

の
よ
う
な
街
で
あ
り
生
活
で
し
た
。
で

も
毎
日
毎
日
寂
し
く
て
泣
い
て
ば
か
り
。

い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
学
び
、
私
と

い
う
人
間
が
で
き
て
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

浅
草
の
国
際
劇
場
の
舞
台
に
３
０
０

人
の
中
の
１
人
と
し
て
立
っ
て
い
る
頃
、

達
成
感
の
中
に
も
小
さ
な
不
満
が
あ
り
、

先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
の
が
松
竹

系
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
し
た
。
も
と
も
と

ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
私
に
と
っ
て
は
あ
っ

と
い
う
間
に
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
い
、

早
朝
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
通
い
ま
し
た
。
そ

う
こ
う
し
て
い
る
時
に
、
大
阪
に
か
つ

て
の
ソ
フ
ト
部
で
３
年
間
一
緒
で
し
た

私
の
名
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
か
ね
ち
ゃ
ん
の

会
社
が
プ
ロ
研
修
生
を
募
集
し
て
い
る

と
聞
き
、「
よ
し
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
に
な

ろ
う
」
と
思
っ
て
、
Ｓ
Ｋ
Ｄ
を
退
団
し
、

大
阪
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
の
ダ
ン
ナ
様
と
知
り
合
い
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
ス
タ
ッ
フ
、
会
社
の

応
援
も
あ
り
、
昭
和
49
年
４
月
、
日
本

プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
公
認
６
期
生

“
末
武
早
苗
プ
ロ
”
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
不

景
気
な
中
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
全
部

参
加
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
予
選
に

残
れ
ず
、「
あ
と
３
年
間
プ
ロ
を
や
ら

せ
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
し
て
、
３
年

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー　

優
勝
５
回

（
萩
市
椿
東
越
ヶ
浜
出
身
、大
阪
市
在
住
、

萩
高
校
昭
和
44
年
卒
、62
歳
）

■プロフィール
横尾早苗（旧姓 末武）／神崎川ダイ
ドーボウル専属プロボウラー６期生
1950 年（昭和 25）萩市椿東越ヶ浜
生まれ、1969 年（昭和 44）萩高校
卒業（21 期）、松竹音楽舞踊学校、
松竹歌劇団を経て、72 年神崎川ダ
イドーボウル（大阪市）にプロ研修生
で入社、74 年プロ入り、優勝５回、
87 年第 19 回全日本選手権で優勝

　

萩
高
時
代
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
３

年
間
、
い
い
仲
間
に
恵
ま
れ
て
強
い
萩

高
ソ
フ
ト
部
で
し
た
。
中
国
大
会
に
も

出
場
、
名
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
か
ね
ち
ゃ
ん
、

名
サ
ー
ド
み
い
ち
ゃ
ん
、
名
シ
ョ
ー
ト

ふ
み
え
ち
ゃ
ん
、
名
フ
ァ
ー
ス
ト
は
ま

ち
ゃ
ん
、そ
し
て
名
（
迷
）
ピ
ッ
チ
ャ
ー

さ
な
え
（
早
苗
）
さ
ん
。
本
当
に
楽

し
か
っ
た
３
年
間
で
し
た
。
日
体
大
に

入
っ
て
ソ
フ
ト
を
続
け
る
こ
と
も
考
え

た
の
で
す
が
、
小
学
校
の
頃
か
ら
夢
見

て
い
た
Ｓ
Ｋ
Ｄ
に
ど
う
し
て
も
入
り
た

く
て
、
萩
か
ら
東
京
へ
、
ず
い
ぶ
ん
遠

か
っ
た
で
す
。
松
竹
音
楽
舞
踊
学
校
に

入
学
し
、
18
歳
の
田
舎
者
の
私
に
は
夢

（
横
尾
）
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シ
ネ
コ
ン
全
盛
の
昨
今
、
人
口
10
万

人
の
町
で
あ
っ
て
も
映
画
館
経
営
は
難

し
い
と
さ
れ
る
中
、
５
万
人
の
こ
の
萩

で
、
映
画
文
化
を
絶
や
す
ま
い
と
、
山

陰
西
部
で
唯
一
の
映
画
館
「
萩
ツ
イ
ン

シ
ネ
マ
」（
吉
田
町
）
を
２
０
０
４
年

か
ら
守
り
続
け
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
」
の
理
事
長
。
高
雄
一

雄
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

萩
で
唯
一
ど
こ
ろ
か
、
北
浦
は
も
と

よ
り
、
島
根
県
出
雲
市
以
西
の
山
陰
地

方
で
唯
一
の
映
画
館
と
な
っ
た
「
萩

ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
」（
２
ス
ク
リ
ー
ン
）

は
、
長
ら
く
萩
市
民
に
愛
さ
れ
た
映
画

館
、「
キ
ラ
ク
館
」
が
経
営
不
振
で
閉

館
に
追
い
込
ま
れ
た
と
き
、
50
人
の
出

資
者
に
よ
り
株
式
会
社
を
立
ち
上
げ
、

１
９
９
６
年
か
ら
別
資
本
に
よ
り
継
続

運
営
を
始
め
た
映
画
館
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
８
年
で

予
算
が
無
く
な
り
、
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ

も
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
、「
こ
の
ま
ま
で

は
萩
か
ら
映
画
館
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
。
映
画
館
の
無
い
町
に
は
し
た
く
な

い
」
と
野
村
萩
市
長
を
は
じ
め
、
市
内

の
有
志
数
人
が
発
起
人
と
な
り
、
収
入

を
売
り
上
げ
で
は
な
く
、
会
費
で
ま
か

な
い
、
映
画
館
の
存
続
を
図
ろ
う
と
立

ち
上
げ
た
の
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
シ
ネ
マ
」
で
す
。

　

映
画
館
運
営
の
難
し
さ
は
、
映
画
業

界
の
シ
ス
テ
ム
に
あ
り
、
大
手
映
画
配

給
会
社
が
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

上
映
作
品
の
多
く
が
決
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。と
い
う
の
も
、配
給
さ
れ
る
フ
ィ

ル
ム
は
基
本
歩
合
制
で
、
興
業
収
益
の

６
割
を
そ
の
映
画
の
配
給
会
社
に
支
払

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
配
給
会
社
も
売

り
上
げ
が
見
込
め
る
映
画
館
を
優
先
し

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
タ
イ
ト
ル
に
よ
っ

て
は
、
ど
の
映
画
館
で
も
動
員
が
見
込

め
る
作
品
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
ヒ
ッ
ト
作
に
は
多
額
の
前
払
い
金

が
発
生
し
、
や
は
り
常
時
収
益
を
上
げ

て
い
る
映
画
館
が
有
利
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
田
舎
の
映
画
館

が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

れ
は
と
い
う
大
ヒ
ッ
ト
作
に
期
待
し

て
、
勝
負
を
か
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
勝
負
を
か
け
よ
う
に
も
配

給
会
社
が
Ｎ
Ｏ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、

大
ヒ
ッ
ト
作
も
上
映（
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
）

で
き
な
い
の
で
、
売
り
上
げ
が
少
な
い

な
が
ら
も
、
常
日
頃
か
ら
配
給
会
社
と

良
い
関
係
を
保
つ
よ
う
努
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

映
画
業
界
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
周

南
や
山
口
な
ど
、
も
は
や
10
万
人
く
ら

い
の
都
市
で
さ
え
映
画
館
経
営
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
な
か
、
５
万
人
の
町

で
存
続
で
き
て
い
る
の
は「
奇
跡
」と
し
か

言
い
よ
う
が
な
く
、
我
々
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ

フ
の
懸
命
な
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
５
０
０

人
に
お
よ
ぶ
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
あ
っ
て
の
も
の
で
、
何
と
か
今
ま

で
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
近
年
、
世
の
中
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
映
画
業
界
に
も
デ
ジ

タ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
４
年
前

に
当
館
で
も
、１
７
０
０
万
円（
国
か
ら

１
０
０
０
万
、市
か
ら
５
０
０
万
の
助
成
）

の
デ
ジ
タ
ル
映
写
機
を
１
機
設
置
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
が

映
画
フ
ィ
ル
ム
の
製
造
を
廃
止
し
、
沖

縄
用
の
フ
ィ
ル
ム
以
外
は
す
べ
て
デ
ー
タ

配
給
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
従
来
の

フ
ィ
ル
ム
映
写
機
で
運
用
し
て
い
る
片

方
の
シ
ア
タ
ー
は
上
映
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
萩
の
映
画

館
が
存
続
す
る
た
め
に
要
と
な
る
、
配

給
会
社
と
の
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

更
に
状
況
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　　

幾
度
か
乗
り
越
え
て
き
た
存
続
の
危

機
が
今
ま
た
新
た
な
形
で
押
し
寄
せ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
映
写
機
を
更
に
１

機
設
置
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
技

術
の
進
歩
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
映
写
機
の

価
格
は
５
０
０
万
円
弱
と
４
年
前
の
３

分
の
１
以
下
と
な
り
ま
し
た
が
、
ギ
リ

ギ
リ
で
奇
跡
を
起
こ
し
続
け
て
い
る
萩

ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
で
は
、
そ
の
予
算
を
捻

出
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
れ
で
も
何
と
か
で
き
な
い
も
の
か

と
、
市
民
に
限
ら
ず
、
萩
を
思
う
市
外
、

県
外
在
住
の
萩
出
身
者
に
も
声
を
か
け

さ
せ
て
も
ら
い
、
会
員
拡
大
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
萩
市
は
「
ふ
る
さ
と

寄
付
」
の
件
数
が
多
い
町
だ
と
聞
き
ま

す
。
恥
を
忍
ん
で
お
願
い
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
寄
付
の
使
用
用
途
を
「
映

画
館
存
続
の
た
め
に
」
と
付
け
加
え
て

も
ら
え
れ
ば
幸
せ
ま
す
。
将
来
の
萩
に

生
き
る
若
い
人
の
た
め
に
、更
な
る「
奇

跡
」
を
節
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（樽屋町 62歳 萩高昭和45年卒）

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ

マ
・
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ　

〒
７
５
８
︲

０
０
４
７　

萩
市
東
田
町
18
︲
４

☎
０
８
３
８
・
２
６
・
６
７
０
５

◎
会
員
募
集
、
映
画
館
存
続
の
寄
付
の

問
い
合
わ
せ
（
担
当
：
阿
武
・
柴
田
）

か ず ひ さ

「
オ
ブ
リ
ビ
オ
ン
」（
〜
７
月
５
日
）

「
ワ
イ
ル
ド
・
ス
ピ
ー
ド　

ユ
ー
ロ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

（
７
月
６
日
〜
）

「
ワ
ー
ル
ド
・
ウ
ォ
ー
Ｚ
」（
８
月
10
日
〜
）
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政
治
、
経
済
、
外
交
、
国
防
、
人
口
、

資
源
、
環
境
な
ど
、
今
日
の
日
本
は
多

方
面
で
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
難
問
は
当
然
の
ご
と
く
国
民
の
生
活

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
個
人

差
は
あ
れ
、
多
く
の
人
々
が
日
々
不
安

を
抱
え
な
が
ら
生
活
せ
ざ
る
を
え
な
い

状
況
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
（
地
球
規
模
化
）
と
い
う
、
い

わ
ば
巨
大
な
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
わ
れ

わ
れ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
尽
き
る
こ
と
の
な
い

人
間
の
欲
望
を
ど
ん
ど
ん
増
幅
さ
せ
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
、
な
ん
で
も
か
ん

で
も
い
と
も
簡
単
に
吸
引
し
、
肥
大
化

し
続
け
る
。
わ
れ
わ
れ
の
生
き
る
現
代

社
会
は
、
国
際
交
流
や
技
術
革
新
な
ど

が
延
々
と
続
き
、
ま
す
ま
す
複
雑
さ
を

増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
も
は
や
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
は
だ
れ
に
も

止
め
ら
れ
な
い
。
要
す
る
に
、
現
代
社

会
を
生
き
抜
く
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
の
だ
。

　

門
外
漢
で
あ
る
私
に
は
、
そ
れ
ら
の

難
問
に
対
す
る
直
接
の
処
方
箋
を
用
意

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
現
代

情
勢
を
研
究
す
る
専
門
家
に
任
せ
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
が
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
、
今
日
の

状
況
を
迎
え
る
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て

考
え
る
お
手
伝
い
ぐ
ら
い
は
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

長
州
藩
（
※
１
）
を
中
心
に
明
治
維

新
を
勉
強
す
る
私
に
で
き
る
こ
と
は
、

日
本
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
現
在
に
通

じ
る
国
際
社
会
へ
の
参
入
を
果
た
し
た

か
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
で
あ
る
。

蘊う
ん

奥お
う

を
究
め
た
説
明
を
す
る
自
信
は
毛

頭
な
い
が
、
明
治
維
新
１
５
０
年
を
５

年
後
に
控
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
幕
末

維
新
期
の
長
州
藩
を
題
材
に
、
こ
の
難

題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
。

　

幕
末
の
長
州
藩
は
、
当
時
２
６
０
ほ

ど
あ
っ
た
諸
藩
の
な
か
で
、
そ
の
存
在

を
国
内
外
に
最
も
強
く
示
し
た
雄
藩
で

あ
る
。

　

長
州
藩
は
、文
久
３
年
（
１
８
６
３
）

の
下
関
に
お
け
る
攘
夷
戦
以
降
、
翌
年

の
禁
門
の
変
（
蛤
御
門
の
変
）
と
下

関
戦
争
（
四
国
連
合
艦
隊
下
関
砲
撃

事
件
）、
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
の

幕
長
戦
争
（
長
州
戦
争
、
四
境
戦
争
）、

明
治
元
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
戊
辰

戦
争
と
、
立
て
続
け
に
戦
乱
の
渦
中
に

あ
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
、
下
関
で
の
攘

夷
戦
は
、
長
州
藩
が
主
体
的
に
引
き

起
こ
し
た
戦
闘
と
し
て
特
筆
に
値
す
る
。

「
長
州
藩
は
な
ぜ
、
あ
え
て
戦
い
の
道

を
選
択
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
」。
こ
れ

が
第
一
の
問
い
で
あ
る
が
、
２
６
０
藩

中
、
自
ら
外
国
と
砲
火
を
交
え
た
の
は

長
州
藩
た
だ
一
藩
の
み
で
あ
る
。
な
お

薩
摩
藩
が
イ
ギ
リ
ス
と
戦
っ
た
薩
英
戦

争
（
※
２
）
と
い
う
事
例
も
あ
る
が
、

そ
れ
と
長
州
藩
の
攘
夷
戦
と
は
性
格
が

異
な
る
。

　

長
州
藩
は
こ
う
し
た
動
乱
の
背
後
で
、

文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
伊
藤
博
文
・

井
上
馨
・
山
尾
庸
三
・
遠
藤
謹
助
・
井

上
勝
の
５
人
の
留
学
生
を
英
国
へ
派
遣

し
、
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
。
５

人
は
の
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
近
代

化
に
多
大
の
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
か

ら
、
今
日
で
は
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
と

称
え
ら
れ
て
い
る
。「
５
人
は
い
っ
た

い
な
ぜ
、
密
航
し
た
の
か
、
あ
る
い
は

密
航
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
長
州
藩
は
な
ぜ
５
人
を
密

航
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
」。
こ
れ
が
第

二
の
問
い
で
あ
る
が
、
２
６
０
藩
中
、

藩
が
組
織
的
に
国
外
へ
留
学
生
を
送
り

出
し
た
の
は
長
州
藩
が
最
初
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
藩
内
の
関
係
者
は
、
幕
府
に

こ
と
が
知
れ
た
ら
５
人
の
命
ど
こ
ろ
か
、

藩
の
命
運
を
も
左
右
す
る
こ
と
な
ど
百

も
承
知
の
上
で
あ
っ
た
。
な
お
組
織
的

な
留
学
生
の
国
外
派
遣
の
嚆こ

う
し矢

と
な
っ

た
の
は
、
幕
府
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
で
、

長
州
藩
に
続
き
、
薩
摩
藩
ほ
か
複
数
の

藩
が
海
外
留
学
生
を
派
遣
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
も
っ
と
高
次
元
の
問
題

と
し
て
、「
幕
政
の
蚊
帳
の
外
に
置
か

れ
て
い
た
は
ず
の
長
州
藩
が
、
な
ぜ
中

央
政
治
に
首
を
つ
っ
こ
む
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
」。
こ
れ
が
第
三
の

問
い
で
、
最
も
難
解
な
部
分
で
あ
る
。

公
武
合
体
、
尊
王
攘
夷
、
公
議
輿よ

ろ
ん論

と

い
っ
た
幕
末
政
治
史
を
語
る
う
え
で
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
こ
こ
に
関
係
し
て
く
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
疑
問
を
解
く
に
は
、

長
州
藩
が
直
面
し
た
19
世
紀
な
か
ば
の

世
界
史
的
動
向
を
視
野
に
入
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
幕
藩
制
国

家
と
い
う
社
会
構
造
、
す
な
わ
ち
朝

廷
・
幕
府
・
藩
と
い
う
組
織
の
相
互
関

係
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
長
州
藩
と
い
う
一
つ
の
組
織

が
、
明
治
維
新
と
い
う
日
本
史
を
画
す

る
一
大
変
革
の
主
役
に
な
っ
た
背
景
に

は
、
19
世
紀
の
国
内
外
の
動
向
が
密
接

に
絡
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
広
い
視
野
か
ら
幕
末
の
長
州
藩
の
様

相
を
捉
え
直
し
た
と
き
、
上
記
に
示
し

た
課
題
、
す
な
わ
ち
日
本
が
ど
の
よ
う

に
国
際
社
会
に
参
入
し
て
い
っ
た
の
か

と
い
う
点
が
自
ず
と
明
ら
か
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
19
世
紀
の
日
本
を
と
り
ま

く
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
ざ
っ

く
り
と
俯
瞰
し
て
み
よ
う
。

　

ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、中
国
（
清
朝
）

を
中
心
と
す
る
東
洋
文
明
圏
に
属
す
る

日
本
が
、
イ
ギ
リ
ス
を
筆
頭
と
す
る
西

洋
諸
国
の
洗
礼
を
浴
び
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
洗
礼
と
は
、
産
業
革
命

を
経
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
活
動
を
繰

り
広
げ
る
に
至
っ
た
資
本
主
義
に
起
因

す
る
も
の
で
、
日
本
史
上
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
レ
ベ
ル
の
高
い
外

圧
で
あ
っ
た
。

　

西
洋
資
本
主
義
諸
国
の
経
済
力
の
背

景
に
、
強
い
政
治
・
外
交
・
軍
事
の
力

が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

当
時
の
西
洋
諸
国
が
欧
米
列
強
と
呼
ば

れ
る
ゆ
え
ん
は
そ
こ
に
あ
る
。
日
本
が

列
強
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
西
洋
発
の
世

界
シ
ス
テ
ム
（
※
３
）
の
中
に
組
み
込

江戸時代後期につくられ
た地球儀（萩博物館蔵）
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ま
れ
て
い
く
経
過
を
観
察
す
る
こ
と
は
、

19
世
紀
の
歴
史
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
私
は

考
え
る
。
つ
ま
り
、
産
業
革
命
・
資
本

主
義
と
い
う
大
き
な
波
が
地
球
を
ぐ
る

り
と
一
周
す
る
過
程
で
、
日
本
は
自
給

自
足
型
の
国
家
か
ら
世
界
シ
ス
テ
ム
の

一
翼
を
担
う
国
家
へ
と
変
貌
し
た
の
で

あ
る
。
日
本
が
国
際
社
会
参
入
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
明
治
維
新
と
は
、

少
々
飛
躍
し
た
言
い
方
に
な
る
が
、
現

代
へ
と
続
く
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
対
応
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
維
新
の
原
動

力
と
な
っ
た
長
州
藩
は
、
明
治
政
府
へ

の
人
的
資
源
の
供
給
を
含
め
、
国
際
社

会
へ
の
参
入
の
中
核
を
担
っ
た
と
位
置

づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
と

き
に
大
切
な
の
は
、
長
州
藩
が
、
な
ぜ

攘
夷
を
実
行
し
た
の
か
、
な
ぜ
留
学
生

を
送
り
出
し
た
の
か
、
な
ぜ
幕
政
に
関

与
し
た
の
か
と
い
っ
た
、
上
記
に
示

し
た
視
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、

当
時
の
常
識
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
、

大
変
危
険
な
賭
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
冒
険
を
長
州
藩
は
あ
え
て
し
た
か
ら

こ
そ
、
明
治
維
新
と
い
う
日
本
型
革
命

の
主
役
と
な
り
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
も
っ
と
い
え
ば
、
禁
門
の
変
で

い
っ
た
ん
は
「
朝
敵
」
の
烙
印
を
押
さ

れ
た
長
州
藩
の
人
び
と
が
、
王
政
復
古

の
大
号
令
に
よ
っ
て
歴
史
の
傍
流
か
ら

本
流
へ
と
一
気
に
勢
力
挽
回
で
き
た
こ

と
は
、
彼
ら
が
あ
え
て
危
険
を
冒
し
続

け
て
き
た
こ
と
の
結
晶
だ
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と

に
、
19
世
紀
史
に
お
け
る
長
州
藩
の
様

相
を
具
体
的
に
示
し
て
ゆ
く
が
、
つ
ま

る
と
こ
ろ
吉
田
松
陰
も
高
杉
晋
作
も
、

自
ら
「
死
地
」
に
足
を
踏
み
入
れ
る
覚

悟
で
時
代
と
格
闘
し
た
の
で
あ
る
。

道
迫
真
吾（
萩
博
物
館　

主
任
研
究
員
）

【
用
語
解
説
】

（
※
１
）
長
州
藩
‥
‥
近
年
の
歴
史
学

界
で
は
、
藩
庁
が
置
か
れ
た
場
所
を

も
っ
て
藩
名
と
す
る
考
え
が
主
流
に
な

り
つ
つ
あ
り
、「
萩
藩
」の
呼
称
が
し
ば

し
ば
使
用
さ
れ
る
。
現
に
大
石
学
編

『
近
世
藩
制
・
藩
校
大
事
典
』（
吉
川
弘

文
館
、
２
０
０
６
年
）を
め
く
っ
て
み

る
と
、
金
沢
藩（
＝
加
賀
藩
）・
高
知
藩

（
＝
土
佐
藩
）・
鹿
児
島
藩（
＝
薩
摩
藩
）

な
ど
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
「
萩
藩
」
の
名
称
を
使
用
し
た
場
合
、

文
久
３
年（
１
８
６
３
）の
山
口
へ
の
藩

庁
移
転（
山
口
移
鎮
）以
降
、
厳
密
に
は

「
山
口
藩
」と
い
う
名
称
を
使
用
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で

は
、
そ
う
し
た
紛
ら
わ
し
さ
を
解
消
す

る
た
め
、
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
「
長

州
藩
」
の
呼
称
で
統
一
す
る
。

（
※
２
）薩
英
戦
争
‥
‥
文
久
２
年（
１

８
６
２
）８
月
、
武
蔵
国
橘た

ち
ば
な
ぐ
ん

樹
郡
生
麦

村（
現
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
）
を

島
津
久
光
が
通
過
す
る
際
、
騎
乗
し
た

イ
ギ
リ
ス
人
が
行
列
を
乱
し
た
と
の
理

由
で
薩
摩
藩
士
に
よ
り
殺
傷
さ
れ
た
。

こ
の
生
麦
事
件
に
激
怒
し
た
イ
ギ
リ
ス

は
、
幕
府
と
薩
摩
藩
に
対
し
犯
人
の
処

罰
と
賠
償
を
求
め
る
。
こ
れ
に
対
し
、

幕
府
は
賠
償
金
10
万
ポ
ン
ド
を
支
払
っ

た
が
、
薩
摩
藩
は
拒
否
す
る
。
文
久
３

年
７
月
、
イ
ギ
リ
ス
は
鹿
児
島
湾
に
軍

艦
７
隻
を
送
っ
て
砲
撃
戦
と
な
り
、
双

方
に
損
害
が
出
た
。
こ
の
薩
英
戦
争
を

機
に
、
薩
摩
藩
は
軍
備
の
近
代
化
を
図

る
た
め
イ
ギ
リ
ス
に
急
接
近
し
た
。
長

州
藩
の
攘
夷
戦
と
薩
英
戦
争
と
の
質
的

相
違
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討

す
る
。

（
※
３
）
世
界
シ
ス
テ
ム
‥
‥
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
歴
史
学
者
イ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
イ
ン
が
提
唱
し
た

概
念
。
国
家
を
個
別
の
存
在
と
す
る
の

で
は
な
く
、
世
界
全
体
を
一
つ
の
社
会

シ
ス
テ
ム
と
見
な
す
。
大
航
海
時
代
以

降
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
界
進
出
に
よ

り
、
南
北
ア
メ
リ
カ
・
ア
フ
リ
カ
・
ア

ジ
ア
な
ど
が
徐
々
に
世
界
シ
ス
テ
ム
に

と
り
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。
世
界
シ
ス
テ

ム
は
、
民
族
や
宗
教
的
な
立
場
の
相
違

か
ら
、
必
ず
し
も
地
球
上
の
す
べ
て
を

と
り
こ
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
代

に
い
た
る
ま
で
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

長州藩領を描いた絵図（萩博物館蔵）

　

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
標
高
約
４
０

０
ｍ
の
盆
地
に
位
置
す
る
阿
武
町
宇う

ぶ生

賀か

地
区
。
平
成
９
年
に
設
立
さ
れ
た
農

事
組
合
法
人
「
う
も
れ
木
の
郷
」
は
全

体
で
85
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
管
理
し
、

水
稲
を
は
じ
め
ス
イ
カ
や
大
豆
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
農
作
物
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
組
合
員
の
平
均
年

齢
は
約
68
歳
と
高
齢
化
し
て
お
り
、
担

い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
、
昨
年

か
ら
山
口
大
学
剣
道
部
の
草
取
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
１
泊
２
日
で
受
け
入
れ
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
草
取
り
を
行

う
の
は
「
エ
コ
１
０
０
米
」
と
い
う
完

全
有
機
農
法
で
育
て
る
米
の
田
で
、
農

薬
を
一
切
使
わ
な
い
た
め
雑
草
の
駆
除

は
す
べ
て
人
の
手
で
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
６
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間

で
行
わ
れ
、
田
の
草
取
り
を
は
じ
め
豆

腐
づ
く
り
体
験
や
集
落
点
検
を
行
っ
た

後
に
意
見
発
表
等
も
行
い
、
住
民
と
学

生
の
絆
は
更
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

▽
山
本
勉
生
代
表
理
事
（
64
歳
）

「
今
後
も
交
流
を
続
け
た
い
。
何
よ
り

も
、
学
生
が
来
て
一
緒
に
作
業
す
る
こ

と
で
、
我
々
も
元
気
に
な
れ
る
こ
と
が

一
番
で
す
」

▽
山
口
大
学
剣
道
部 

坂
井
伸
伍
主
将

「
本
当
に
地
域
の
人
が
温
か
く
、き
つ
か
っ

た
け
ど
楽
し
い
２
日
間
で
し
た
。
農
業

の
大
変
さ
を
感
じ
、
お
い
し
い
お
米
が

食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で
す
」

農事組合法事「うもれ
木の郷」代表理事の山
本勉生さん
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萩
に
人
が
集
う
場
所
を
作
り
た
い
と

帰
郷
し
、
昨
年
２
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、

若
い
世
代
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て
い

る
Ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ 

Ｂ
ａ
ｒ
「
ｃ
ｏ
ｅ
ｎ
」。

今
後
は
、
バ
ー
経
営
の
み
な
ら
ず
、
低

料
金
の
宿
泊
施
設
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

オ
ー
プ
ン
も
目
指
し
て
い
る
塩
満
直
弘

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

萩
工
業
高
校
を
卒
業
後
、
体
育
教
師

を
目
指
し
て
、
下
関
の
大
学
に
進
学
し

た
の
で
す
が
、
次
第
に
、
自
分
の
見
識

の
狭
さ
や
環
境
に
違
和
感
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
３
年
生

に
な
る
年
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

を
利
用
し
て
カ
ナ
ダ
へ
飛
び
立
ち
、
入

学
し
た
語
学
学
校
で
、
世
界
中
か
ら
集

ま
っ
た
人
た
ち
と
出
会
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
日
本
で
感
じ
て
い
た
違
和
感
や
息

苦
し
さ
か
ら
徐
々
に
解
放
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
リ
ュ
ッ
ク
一
つ

で
北
米
地
域
を
旅
行
し
た
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
生
活
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
、「
人
種
の
る
つ
ぼ
」
と

言
わ
れ
る
通
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
衝
撃
的
で
し
た
。

あ
の
時
、
海
外
に
出
て
い
な
け
れ
ば
、

全
く
違
う
人
生
を
歩
ん
で
い
た
と
思
い

ま
す
。

　

帰
国
後
は
、
東
京
で
生
活
を
始
め
た

の
で
す
が
、
い
つ
か
は
萩
に
帰
っ
て
、

何
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
、
萩
に
現
存
し
な
い
、
新
し

い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
を
つ
く
り
た
い

と
思
い
立
ち
、
鎌
倉
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

旅
館
で
、
２
年
間
、
旅
館
経
営
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
で
す
が
、
自
分
が

や
り
た
い
形
と
の
違
い
を
感
じ
て
い
た

と
き
、
北
米
を
旅
行
中
に
利
用
し
て
い

た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

旅
行
者
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ
フ

と
お
客
さ
ん
の
距
離
感
も
、
自
分
に
は

心
地
良
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
東

京
・
上
野
に
あ
る
、
自
分
と
同
世
代
の

人
た
ち
が
経
営
す
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

知
り
、
こ
う
い
っ
た
宿
が
萩
に
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
築
90
年
の
古
民
家
を
利

用
し
た
施
設
は
デ
ザ
イ
ン
性
も
優
れ
て

い
て
、
清
潔
感
も
あ
る
。
ま
た
、
併
設

さ
れ
た
バ
ー
で
は
、
旅
行
者
と
地
元
の

人
が
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
ス
タ
ッ

フ
の
人
柄
も
良
い
。
そ
こ
は
、
ま
さ
に
、

自
分
が
思
い
描
い
て
い
た
形
に
近
い
宿

で
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
作
り
た
い
と
、
萩

に
戻
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
は
話
が
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
親
し
い
方
か
ら
、
ま

ず
は
、
人
が
集
う
バ
ー
を
始
め
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
、「
ｃ
ｏ
ｅ
ｎ
」
を
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
さ

な
円
（
縁
）　

を
点
と
捉
え
、
そ
の
点

と
点
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
線
と
な
り
、

や
が
て
、
大
き
な
円
（
縁
）
と
な
る
。

そ
ん
な
お
店
に
し
た
い
と
名
づ
け
ま
し

た
。
お
店
に
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
方
た
ち
も
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
て
、

お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
、
今
後
の
目
標

を
語
り
合
っ
た
り
す
る
方
も
い
ま
す
。

今
後
も
、
情
報
交
換
を
し
た
り
、
人
と

人
を
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
場
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ー
経
営
を
通
し
て
、
周
囲
の
理
解

も
得
ら
れ
る
よ
う
基
盤
を
作
っ
て
き
た

甲
斐
も
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
オ
ー

プ
ン
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
物
件
の
目

途
も
た
ち
、
今
年
10
月
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
宿

に
は
、
地
元
の
人
も
気
軽
に
訪
れ
る
よ

う
な
カ
フ
ェ
も
併
設
し
、
旅
行
者
と
知

り
合
う
き
っ
か
け
を
作
れ
る
場
所
に
な

れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
、

旅
を
す
る
と
き
、
そ
こ
で
し
か
得
ら
れ

な
い
、
人
と
の
出
会
い
や
つ
な
が
り
を

求
め
る
の
で
、
ま
た
訪
れ
た
く
な
る
場

所
に
は
、
そ
こ
で
会
い
た
い
人
や
そ

こ
に
し
か
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
、
そ
の
町
の
魅
力
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
し
、
外
か
ら
訪
れ
た
人
と
交

わ
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
に

と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
は
な
ら
な
い
と

思
う
の
で
す
。
そ
ん
な
、
人
が
集
い
、

関
わ
り
合
う
環
境
を
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

と
い
う
ツ
ー
ル
を
用
い
て
、
萩
に
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
萩
工
業
高
平
成
15
年
卒　

28
歳
）

■Ｓａｌｏｎ Ｂａｒ「ｃｏｅｎ」
住所：〒 758-0027　萩市吉田町 77-4

（ＭＡＲＵとなり）
営業時間：18 時～ 24 時
定休日：月曜日
☎ 0838・26・5088

人気メニューの
大嶺酒造ワンカップ

（600 円）

店内
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本
職
は
玉
江
浦
漁
協
の
海
士
と
し
て

全
国
で
も
優
良
な
海
産
物
が
獲
れ
る
北

浦
の
海
に
潜
り
な
が
ら
、
週
末
は
自
ら

が
獲
っ
た
魚
介
類
だ
け
で
な
く
、
仲
間

漁
師
が
水
揚
げ
し
た
も
の
ま
で
、
本
物

の
北
浦
の
味
を
観
光
客
は
も
と
よ
り
地

元
の
人
の
口
に
運
び
た
い
と
、
飲
食

店
「
海
鮮
竜
門
」
を
構
え
、
料
理
を
振

る
舞
う
、
中
村
竜
司
さ
ん
に
お
会
い
し
、

お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

家
業
を
飲
食
店
と
す
る
家
に
生
ま
れ

育
ち
、
少
し
だ
け
ヤ
ン
チ
ャ
な
学
生
時

代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
何
か
が
あ
る
と

い
う
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
た
だ
た
だ
家
業

に
収
ま
る
の
が
イ
ヤ
で
、
高
校
卒
業
後
、

家
を
飛
び
出
し
、
バ
ン
ド
活
動
を
し
た

り
、
バ
イ
ク
を
乗
り
回
し
た
り
、
好
き

放
題
生
き
て
い
ま
し
た
。
調
理
師
に

な
っ
て
く
れ
と
死
期
が
迫
る
闘
病
中
の

母
に
懇
願
さ
れ
、
21
歳
の
春
、
家
業
を

手
伝
い
始
め
ま
す
。
そ
の
３
カ
月
後
母

は
他
界
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
自
分

の
存
在
意
義
が
見
出
せ
ず
、
調
理
師
と

し
て
学
ぶ
も
の
の
悶
々
と
し
た
日
々
が

続
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
活
の
中
、

唯
一
の
楽
し
み
が
昼
の
休
憩
時
間
に
行

く
海
水
浴
で
、
通
う
う
ち
に
泳
ぎ
は
上

達
し
、
潜
る
こ
と
を
覚
え
、
サ
ザ
エ
、

ア
ワ
ビ
を
獲
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
あ
る
日
、
今
ま
で
で
一
番
大
き
な

鮑
を
見
つ
け
喜
ん
で
い
る
と
、「
密
漁

だ
か
ら
警
察
に
連
れ
て
行
く
」
と
待
ち

構
え
た
か
の
よ
う
に
柄
の
悪
い
チ
ン
ピ

ラ
風
情
に
言
わ
れ
脅
さ
れ
ま
し
た
。
許

し
を
請
う
た
め
ひ
た
す
ら
平
謝
り
し
ま

し
た
。
そ
の
出
来
事
は
と
て
も
屈
辱
的

で
、
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
の
こ
と
海
士
に

な
っ
て
や
ろ
う
か
と
思
い
立
ち
、
玉
江

浦
漁
協
に
駆
け
込
み
ま
す
。

　

２
０
０
万
の
借
金
を
し
て
、
借
家
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
車
、
船
外
機
、
海

士
の
道
具
を
整
え
、
冷
や
や
か
な
周
り

の
目
を
よ
そ
に
、
漁
に
出
ま
す
。
そ
し

て
、
誰
も
が
思
っ
た
「
そ
ん
な
甘
い
世

界
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
叩
き
つ

け
ら
れ
ま
す
。
初
日
は
波
に
も
ま
れ
、

直
ぐ
に
嘔
吐
＆
ダ
ウ
ン
。
更
に
船
で
横

に
な
っ
て
い
た
ら
、
い
か
り
が
流
さ
れ
、

い
つ
の
ま
に
か
定
置
網
の
中
…
。
網
を

破
ら
な
い
よ
う
に
脱
出
す
る
の
に
更
に

体
力
を
使
い
、
水
揚
げ
無
し
で
心
身
と

も
に
ズ
タ
ボ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
２
日

目
か
ら
は
少
量
な
が
ら
も
水
揚
げ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
１
カ
月
通
し
て
も
８
万

円
ほ
ど
し
か
な
く
赤
字
。
翌
月
も
赤

字
、
そ
し
て
禁
漁
期
間
…
。
そ
れ
で
も

自
分
が
選
ん
だ
職
業
。
実
家
に
甘
え
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
更
に
借
金
を

重
ね
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
先
輩

海
士
の
弟
子
と
な
り
、
そ
の
方
の
船
に

乗
り
、
仕
事
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
水
揚
げ
量
は
増
え
た
も

の
の
、
潜
水
士
特
有
の
嘔
吐
、
け
い
れ

ん
、
鼻
血
、
鼻
腔
の
痛
み
、
潜
水
病
と

戦
う
日
々
は
２
、３
年
続
き
ま
し
た
。

　

海
士
と
な
っ
て
８
年
の
月
日
が
経
ち
、

確
実
に
腕
は
上
が
っ
た
も
の
の
水
揚
げ

量
は
さ
ほ
ど
上
が
ら
な
い
。
そ
の
原
因

の
一
つ
は
乱
獲
。
誰
で
も
海
士
に
な
れ
る

昨
今
、
水
揚
げ
に
対
し
て
魚
介
類
の
繁

殖
能
力
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。
ま
た
、

獲
れ
ば
獲
る
ほ
ど
、
海
士
に
将
来
は
あ

る
の
か
と
疑
問
に
思
い
、
や
る
気
が
失

せ
る
。
他
に
目
を
や
れ
ば
、
違
反
操
業

を
し
て
ま
で
食
い
つ
な
ぐ
同
業
者
…
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
！
」。
海

産
資
源
を
守
り
つ
つ
、
海
士
だ
け
で

な
く
地
域
漁
業
の
将
来
を
考
え
た
と

き
、
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、
獲
れ
た
魚

介
類
に
価
値
を
付
け
て
市
場
に
出
す
こ

と
。
望
ん
で
身
に
つ
け
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
自
分
に
は
調
理
師
の
腕
が
あ
る
。

更
に
、
観
光
立
市
で
あ
る
こ
の
萩
を
考

え
れ
ば
、
観
光
客
に
本
当
に
お
い
し
い

北
浦
の
海
の
幸
を
提
供
す
る
こ
と
で
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
、
昨

年
７
月
、
週
末
限
定
の
海
鮮
竜
門
を
構

え
ま
し
た
。

　

開
店
し
て
１
年
、
平
日
は
海
士
、
週

末
は
調
理
師
の
生
活
を
送
る
も
の
の
、

未
だ
漁
業
者
の
将
来
は
明
る
い
も
の
で

は
な
く
、
更
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
考
え
て
い
る
の

は
養
殖
。
他
の
地
域
で
は
資
源
を
保
護

す
る
た
め
、
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
で
す
が
、
こ
の
萩
は
ま
だ
手
つ
か
ず

で
す
。
そ
れ
と
、
観
光
地
で
す
の
で
、

夏
の
週
末
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
施
設
を
若
い
海
士
で
運
営
で
き
れ

ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
体
系

的
に
海
士
業
を
考
え
る
こ
と
で
、
地
域

に
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
ま
た

海
士
業
の
将
来
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
奈
古
高
平
成
７
年
卒　

37
歳
）

■海鮮竜門
住所：〒 758-0025 萩市土原 376

（うどん「どんどん」土原店向かい）
営業時間：毎週金・土曜日 17時30分
～22時、４月～９月は土・日曜日 11時
～14時も営業
☎ 0838・22・1772

店内

ウニ丼 2200円▶
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萩市指定史跡　菊ヶ浜土塁（女台場）
昭和48年指定、今魚店町
指定面積　6,035㎡

　

今
か
ら
１
５
０
年
前
の
文
久
３
年

（
１
８
５
３
）
５
月
10
日
、
長
州
藩
は

下
関
海
峡
を
航
行
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ

船
を
馬
関
砲
台
か
ら
砲
撃
、
日
本
で
唯

一
の
攘
夷
決
行
の
の
ろ
し
を
上
げ
ま
す

が
、
６
月
１
日
に
ア
メ
リ
カ
軍
艦
、
５

日
に
は
フ
ラ
ン
ス
東
洋
艦
隊
か
ら
砲
撃

を
受
け
、
下
関
は
大
き
な
損
害
を
受
け

ま
す
。
こ
の
報
が
伝
わ
る
と
、
敗
戦
を

知
っ
た
萩
は
大
混
乱
に
陥
り
ま
す
。

　

こ
の
敗
報
を
受
け
、
６
月
７
日
に
は

高
杉
晋
作
が
藩
主
敬
親
の
内
命
に
よ

り
、
奇
兵
隊
を
結
成
し
ま
す
。

　

一
方
、
萩
で
は
浜
崎
町
の
住
民
が

菊
ヶ
浜
に
土
塁
の
築
造
を
請
願
、
外
国

軍
艦
に
備
え
て
自
分
た
ち
の
手
で
城
下

を
防
御
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
こ
り

ま
し
た
。
藩
は
請
願
に
応
じ
、
６
月

25
日
か
ら
築
造
工
事
に
着
手
し
、
９

月
１
日
に
は
、
高
さ
５
ｍ
、
下
部
幅
18

ｍ
、上
部
幅
９
ｍ
、長
さ
１
０
０
な
い
し

３
０
０
ｍ
の
土
塁
が
菊
ヶ
浜
に
沿
っ
て

６
カ
所
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
や
年
齢
層

の
総
動
員
に
よ
り
築
造
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
藩
は
志
気
を
高
揚
す
る
た
め
に
厳

禁
だ
っ
た
絹
類
の
着
用
な
ど
を
工
事
の

際
に
は
許
可
し
た
た
め
、
華
美
な
服
装

で
参
加
す
る
人
た
ち
で
お
祭
り
騒
ぎ
の

よ
う
に
な
り
、
見
物
者
を
禁
じ
た
ほ
ど

で
し
た
。

　

工
事
参
加
者
は
７
月
22
日
に
１
万
３

７
０
０
人
、
世
子
元も

と
の
り
徳
が
閲
覧
し
た
23

日
に
は
１
万
７
５
０
０
人
に
も
の
ぼ

り
、
さ
ら
に
24
日
、
25
日
に
は
奥
女
中

や
家
臣
の
妻
子
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
工
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
な
い

奥
女
中
や
家
臣
の
妻
女
、
町
屋
の
妻
子

ま
で
が
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う
前
代
未

聞
の
風
景
に
、
い
つ
し
か
「
女
台
場
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
文
久
３
年
の
攘
夷
決
行

　

萩
市
と
阿
武
町
で
は
、
今
年
か
ら
農

林
漁
家
へ
の
民
泊
体
験
学
習
の
取
り
組

み
を
始
め
、
北
九
州
市
立
中
学
校
か
ら

３
校
の
民
泊
体
験
学
習
が
決
定
し
、
５

月
に
初
の
受
入
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
中
で
、
農
山
漁
村
体
験
や
自
然
の
大

切
さ
を
学
ぶ
体
験
を
取
り
入
れ
た
学
習

活
動
が
増
え
て
き
て
お
り
、
広
島
の
平

和
学
習
と
周
防
大
島
へ
の
民
泊
を
組
み

合
わ
せ
た
体
験
型
修
学
旅
行
が
人
気
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
や
阿
武
町
で
も
、
都
市
と
農
山

漁
村
の
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、「
萩

市
ふ
る
さ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」

（
高
橋
正ま

さ
の
ぶ演
会
長
、
む
つ
み
）
や
「
阿

武
地
域
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
」（
白
松
博
之
会
長
）
が
設
立
さ

れ
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
そ
の
取
り
組
み
の
第
一
弾

と
し
て
、北
九
州
か
ら
板

い
た
び
つ櫃
中
学
校（
５

月
28
日
〜
30
日
、
２
０
２
人
、
受
入
家

庭
64
軒
）
と
企き

く救
中
学
校
（
６
月
４
日

〜
６
日
、
１
３
６
人
、
受
入
家
庭
40
軒
）

を
民
泊
体
験
学
習
と
し
て
受
け
入
れ
、

９
月
に
は
曽そ

ね根
中
学
校
（
９
月
30
日
〜

10
月
２
日
、
２
０
６
人
、
受
入
家
庭
約

70
軒
）
の
受
入
も
決
定
し
ま
し
た
。

　

萩
が
選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
萩

小
郡
道
路
の
開
通
な
ど
に
よ
り
移
動
距

離
が
短
く
、
歴
史
や
海
、
山
も
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
民
泊
で
は
、
生
徒
た
ち
は
農

林
漁
業
の
大
切
さ
を
学
び
、
受
入
家
族

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
人
と
し
て
一

回
り
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で

な
く
、
受
入
家
庭
も
、「
地
域
が
元
気

に
な
っ
た
」、「
生
徒
た
ち
が
農
業
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」
な

ど
、若
い
生
徒
た
ち
と
の
交
流
の
中
で
、

元
気
を
も
ら
い
、
楽
し
い
３
日
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
交
流

人
口
を
開
拓
し
て
、
萩
市
の
歴
史
的
資

源
を
活
用
し
た
観
光
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
体
験
型
観
光
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
生
き
が
い
の
創
出
等
の
農
山
漁
村

振
興
と
と
も
に
萩
市
全
体
の
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。

稲苗の手植え体験

の
時
点
で
の
女
台
場
の
築
造
は
、
民
衆

に
よ
る
郷
土
防
衛
の
盛
り
上
が
り
の
典

型
的
な
も
の
と
し
て
、
歴
史
的
意
義
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
菊
ヶ
浜
土
塁
の
築
造
の

と
き
に
志
気
を
高
め
る
た
め
に
唱
っ
た

囃は
や
し
う
た

歌
と
伝
え
ら
れ
る
、
萩
の
代
表
的

な
民
謡
「
男
な
ら
」
は
、
築
造
時
の
工

事
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

■
女
台
場
「
男
な
ら
」
披
露

　

９
月
１
日
（
日
）
に
女
台
場
で
、「
男

な
ら
」
や
「
奇
兵
隊
」
関
連
の
舞
踊
等

の
披
露
。
蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
の
無
料
接

待
も
あ
り
ま
す
。

萩民踊「男なら」



2013年７月（第112号）11

ふるさと寄付実績
件 数 金　額

平成24年度 402件 854万100円

平成23年度 733件 1,092万5,000円

平成22年度 707件 1,685万6,000円

　

今
年
度
は
、「
む
つ
み
豚
ギ
フ
ト

セ
ッ
ト
（
と
ん
か
つ
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、

メ
ン
チ
カ
ツ
）」
が
新
登
場
。
ま
た
、

「
小
川
の
桃
」
が
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

え
て
復
活
し
ま
し
た
。

▽
萩
の
海
幸
・
六
珍
セ
ッ
ト
（
一
夜

干
し
等
）、
▽
萩
ブ
ラ
ン
ド
米
４
㎏
、

▽
萩
焼
、
▽
郷
里
の
贈
り
物
（
む

つ
み
豚
、
さ
し
み
コ
ン
ニ
ャ
ク
等
）、

▽
須
佐
の
赤
米
セ
ッ
ト
、
▽
福
栄
ふ

る
さ
と
パ
ッ
ク
（
味
噌
、
乾
し
椎
茸
、

ゼ
リ
ー
等
）、
▽
川
上
の
柚
子
セ
ッ

ト
（
リ
キ
ュ
ー
ル
、
味
噌
、
マ
ー
マ

レ
ー
ド
等
）、
▽
あ
さ
ひ
郷
里
パ
ッ

ク
（
じ
ね
ん
じ
ょ
、
も
ち
、
辛
子
漬

け
、
豆
腐
等
）

①
萩
の
海
幸
セ
ッ
ト

②
萩
ブ
ラ
ン
ド
米

③
萩
焼

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
り
手

続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

◎
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
で
申
し
込
み

　

萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
の
「
ふ
る
さ
と
寄
付
の
申

し
込
み
」
を
選
択
し
、
必
要
事
項
を

入
力
。

◎
寄
付
の
振
込
方
法

　

郵
便
振
替
、
現
金
書
留
、
指
定
口

座
へ
の
振
込
、
納
付
書
で
の
お
支
払

い
の
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の「
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
（
ヤ
フ
ー
）
！
公
金
支
払

い
」
を
活
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
に
よ
る
寄
付
が
で
き
ま
す
。

　

市
外
在
住
の
方
で
１
万
円
以
上
寄

付
さ
れ
た
場
合
は
、
ふ
る
さ
と
の
特

産
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　

萩
の
お
む
す
び
と
言
え
ば
「
わ
か

め
む
す
び
！
」
と
い
う
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ラ
ン
チ
を
の
ぞ
け
ば
、
人
生
が

見
え
て
く
る
」
を
テ
ー
マ
に
毎
週
放

送
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番

組
「
サ
ラ
メ
シ
」
の
「
お
に
ぎ
り
百

景
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、４
月
８
日
（
再

放
送
４
月
11
日
）、
萩
市
の
わ
か
め

む
す
び
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

番
組
内
で
は
、
越
ヶ
浜
で
漁
師
歴

約
40
年
の
石
飛
孝
道
さ
ん
（
59
歳
）

の
昼
ご
飯
と
し
て
紹
介
。
漁
に
出
る

と
き
は
船
の
上
で
わ
か
め
む
す
び
を

ほ
お
ば
り
ま
す
。

　

２
月
頃
か
ら
最
盛
期
を
迎
え
る
新

物
の
わ
か
め
。
軒
先
で
わ
か
め
を
天

日
干
し
す
る
風
景
は
、
萩
の
春
の
風

物
詩
で
す
。
十
分
に
乾
い
た
わ
か
め

は
、
包
丁
で
「
ザ
ク
ッ
、
ザ
ク
ッ
」

と
刻
ん
で
い
き
ま
す
。
お
い
し
さ
の

ポ
イ
ン
ト
は
細
か
く
し
す
ぎ
な
い
こ

と
。
あ
る
程
度
の
大
き
さ
を
残
す
こ

と
で
歯
ご
た
え
の
あ
る
食
感
が
楽
し

め
ま
す
。

　

わ
か
め
に
塩
気
が
あ
る
た
め
、
ご

飯
に
つ
け
る
塩
は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
。

全
国
的
に
は
ご
は
ん
に
わ
か
め
を
混

ぜ
る
そ
う
で
す
が
、
ご
は
ん
の
表
面

が
覆
い
尽
く
さ
れ
る
く
ら
い
に
わ
か

め
を
ま
ぶ
す
の
が
萩
の
昔
か
ら
の
食

べ
方
。
一
口
食
べ
る
と
口
い
っ
ぱ
い

に
広
が
る
磯
の
香
り
は
、
ず
っ
と
変

わ
ら
ぬ
春
の
味
で
す
。

　

寄
付
額
か
ら
自
己
負
担
分
を
差
し

引
い
た
額
が
、
総
所
得
金
額
の
30
％

を
限
度
に
住
民
税
な
ど
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。
自
己
負
担
額
は
平
成
23
年

１
月
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
現
在
は
２

０
０
０
円
で
す
。

　

平
成
22
年
ま
で
５
０
０
０
円
程
度

だ
っ
た
自
己
負
担
額
が
半
分
以
下
に

な
り
、
お
得
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。

萩
市
か
ら
お
贈
り
す
る
お
礼
の
品
で

自
己
負
担
分
を
補
っ
て
い
ま
す
。

　

最
大
２
万
８
０
０
０
円
が
控
除
さ

れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
確
定
申
告
に

よ
っ
て
２
８
０
０
円
が
所
得
税
か
ら

還
付
さ
れ
、
２
万
５
２
０
０
円
は
翌

年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
２
）

※1件あたり平均２万1000円（平成24年度）

わかめの天日干し（越ヶ浜）

わかめむすび

萩の海幸セット
（道の駅・萩しーまーと）

萩ブランド米
（JAあぶらんど萩）
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という
情報をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　31 人出席。平成 4 年に第 1 回を開催し、今年は 21 回
目。佐伯雅人会長は「人口3,000人の小川地区が今どうなっ
ているのか、大都会の喧騒の中でいつも思っています」と
あいさつ。「毎年楽しみにしています」「元気がもらえる会
です」など出席者全員の近況報告のあと、同会場で 2 次会、
カラオケと続き、最後に再会を約して記念写真。

　家族含めて約 70 人が出席しました。この同窓会は 2011
年、東日本大震災の影響により休会となり、2012 年は「第
4 回萩在京高校同窓会」の開催と併せて行われた関係で、
単独での開催は 3 年ぶりのことでした。当日は多くの卒
業生をはじめ、萩光塩で勤務されたシスター方も参加され、
楽しいひとときを過ごすことができました。
　今回の同窓会をもって、長い間光友会の活動を支えて下
さった鳥切和美会長、今岡健二、新見早苗副会長が退任さ
れ、新しい役員方（安藤久枝会長、植原千晶、齋藤祥子、
大谷憲史副会長）に引き継がれることになりました。

中村柔
やすみち

道（萩市椿東）

　

ニューオータニイン東京（東京都品川区）

ふるさと萩・小川会 ６月９日

　今年で 18 回目、35 人の出席。会長の西村不
ふ か し

可止さん（昭
和 39 年卒）のイラスト個展、中国新聞にコラム連載の報
告がありました（情報アラカルト）。松崎修子さん（54 年卒）
らミネハハを応援する会が主催する「ありがとう地球コン
サート」の紹介も（9 月 7 日、広島ＹＭＣＡホール）。小野
敦仁さん（47 年卒）のユーモアあふれる司会で会場は和気
あいあい。

　今年で 5回目、22 人の出席。広島市、廿日市市、府中町
在住の120 人に案内し、欠席通知 47 人、返信なし40 人と
の報告。最初の勤務地が広島であっても、多くの人がすぐ転
居している模様。藤本正支部長（昭和 42 年卒）は「これか
らも同窓生のよしみを絆に、地道に運営していきたい」。土佐
岡文夫さん（43 年卒）の名司会により、出席者全員が５〜
10 分の個性溢れる近況報告、大いに盛り上がりました。

６月22日

ワークピア広島（広島市南区）
つばき会広島支部 ６月22日

ホテルセンチュリー21（広島市南区）
広島指月会

会員投稿
友会（萩光塩学院関東支部同窓会）光

　　中野サンプラザ（東京都中野区）

６月９日
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４月21日

　一昨年 10 月の萩での会以降、開いていなかった同期会
を「地域で開いては」と、関東在住の同級生が題記のよう
な「準同期会」を東京で開催しました。
　当日は 58 年ぶりに再会した同級生など合わせて 13 人

（女性 9 人、男性 4 人）が銀座の新装なった歌舞伎座近く
の会場に集り、積る話や校歌「花吹雪く・・・」の斉唱等、
旧交を温めることが出来て、予定の 3 時間もアッという
間に過ぎる楽しい会となりました。そして、「これを機会
に来年もこの時期に集まろう」と意気投合して別れを告げ
ました。　　　　　　　　　山口雄三（神奈川県横須賀市）

紅葉時雨（東京都中央区銀座）
月中昭和30年卒関東地区在住者の集い

　昭和 40 年度三見中卒業の同窓会が、５月 25 日、萩パー
ルにて行われました。
　2 年連続開催にも関わらず 27 人もの同級生が参加し、
お互いの近況報告や孫の話で盛り上がりました。夕方か
らは、市内スナックでの 2 次会でカラオケなどを楽しみ、
久しぶりに 50 年前に還ったひと時でした。

宮木宗
そ う し

史（萩市椿）

５月25日

萩パール（萩市）
見中昭和40年度卒業同期会三 指

会員投稿 会員投稿

　

萩
高
14
期
同
期
会
（
昭
和
37
年

卒
、
代
表
：
久
保
孝
文
さ
ん
）
が
古

希
（
70
歳
）
を
記
念
し
、
椿
東
上
野

の
陶
芸
の
村
公
園
の
展
望
広
場
に
記

念
石
碑
を
建
立
し
、
５
月
18
日
に
除

幕
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

萩
高
第
14
期
生
（
３
９
９
人
）
は

２
年
に
１
回
定
期
的
に
、
同
期
会
を

開
い
て
交
流
を
続
け
て
お
り
、
10
年

前
に
も
、
還
暦
記
念
で
桜
の
木
約
30

本
を
陶
芸
の
村
公
園
に
植
樹
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
歌
碑
は
、
高
さ
約
１
ｍ
、
幅

約
2.5
ｍ
の
須
佐
石
の
石
碑
に
、
童
謡

「
ふ
る
さ
と
」
の
３
番
の
歌
詞
が
刻

ま
れ
た
御
影
石
が
埋
め
込
ま
れ
て
お

り
、
歌
碑
の
後
ろ
に
は
萩
の
三
角
州

内
が
一
望
で
き
る
絶
景
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
建
立
の
世
話
人
で
あ
る
新

谷
和
彦
山
口
県
議
会
議
員
は
「
こ
の

記
念
碑
に
刻
ん
だ
歌
詞
の
意
味
を
か

み
し
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

「
♪ 

こ
こ
ろ
ざ
し
を  

は
た
し
て

　
　

い
つ
の
ひ
に
か 

か
え
ら
ん

　
　

や
ま
は
あ
お
き 

ふ
る
さ
と

　
　

み
ず
は
き
よ
き 

ふ
る
さ
と 

♪
」

除幕式に約60人が出席
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■
東
京
指
月
会

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
１
︲
４
︲
６

日
本
工
業
倶
楽
部

（
０
９
０
・
７
２
６
４
・
６
９
５
４
）
三
浦

■「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」

　

金
子
司
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
７
日
（
日
）
ま
で

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲
１

日
本
橋
三
越
本
店
６
階
工
芸
サ
ロ
ン

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
地
域
の
力
ニ
ッ
ポ
ン
市 

「
夏
彩
祭
」

萩
ガ
ラ
ス
工
房
展

　

萩
ガ
ラ
ス
工
房
の
ガ
ラ
ス
製
品
の
展
示
。

７
月
４
日
（
木
）
〜
９
日
（
火
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
︲
２
︲
25

東
武
百
貨
店
池
袋
店
８
階
催
し
場

（
０
３
・
５
９
５
１
・
５
４
１
７
）

■
下
瀬
信
雄 

写
真
展
「
つ
き
を
ゆ
び

さ
す
」

７
月
17
日
（
水
）
〜
30
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

東
京
都
中
央
区
銀
座
７
︲
10
︲
１　

Ｓ

T
Ｒ
Ａ
T
Ａ　

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
１
・
２
階

銀
座
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン

（
０
３
・
５
３
３
７
・
１
４
６
９
）

■
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
ま
つ
り

　

首
都
圏
の
皆
様
に
旬
の
萩
の
瀬
つ
き

あ
じ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
萩

の
瀬
つ
き
あ
じ
と
関
連
商
品
を
販
売
。

７
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

東
京
都
中
央
区
築
地
４
︲
16
︲
２

萩
と
宇
部
の
お
い
し
い
魚
屋
ブ
ッ
チ
ー

ネ
（
築
地
場
外
市
場
）

（
０
８
０
・
７
０
７
８
・
０
４
０
７
）

■
山
陰
山
陽
観
光
物
産
フ
ェ
ア

　

中
国
５
県
の
物
産
フ
ェ
ア
。
山
口
あ

ぶ
ト
マ
ト
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
や
萩
の

夏
み
か
ん
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
、
ゼ

リ
ー
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

７
月
18
日
（
木
）
〜
19
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
南
広
場

（
問
）
山
口
県
東
京
事
務
所

（
０
３
・
３
５
０
２
・
３
３
５
５
）

■
現
代
作
家 

ち
ゃ
わ
ん
特
集

　

金
子
司
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

８
月
18
日
（
日
）
〜
27
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲
１

日
本
橋
三
越
本
店　

６
階
ア
ー
ト
ス
ク

エ
ア　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
兼
田
昌
尚
展

７
月
３
日
（
水
）
〜
９
日
（
火
）

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
難
波
５
︲
１
︲
５

高
島
屋
大
阪
店
６
階
美
術
画
廊

（
０
６
・
６
６
３
１
・
１
１
０
１
）

■
下
瀬
信
雄 

写
真
展
「
つ
き
を
ゆ
び

さ
す
」

８
月
８
日
（
木
）
〜
８
月
21
日
（
水
）

大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
２
︲
２
︲
２

ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
・
オ
フ
ィ

ス
タ
ワ
ー
13
階　

大
阪
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン

（
０
６
・
６
３
４
８
・
９
６
９
８
）

■
グ
ル
ー
プ
展
「
山
口
の
職
人
た
ち
」

　

上
田
豊
治
（
切
り
絵
）、
内
村
幹
雄

（
陶
芸
）、
蔵
貫
信
（
絵
画
）
ほ
か
全
８

人
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
展
。
前
期
・
後
期

で
展
示
替
え
し
ま
す
。

７
月
３
日
（
水
）
〜
15
日
（
月
）

広
島
県
広
島
市
西
区
井
口
明
神
１
︲
16

︲
１

ア
ル
パ
ー
ク
天
満
屋
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
８
２
・
５
０
１
・
１
１
１
１
）

■
西
村
不
可
止 

個
展
〜
新
聞
挿
絵
が

終
っ
て
〜

　

約
１
年
間
描
き
続
け
た
中
国
新
聞

「
東
方
の
記
」
の
挿
絵
原
画
も
展
示
し

ま
す
。

８
月
１
日
（
木
）
〜
６
日
（
火
）

広
島
県
広
島
市
中
区
幟
町
４
︲
５

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ブ
ラ
ッ
ク

（
０
８
２
・
２
２
４
・
４
５
６
９
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

９
月
25
日
（
水
）
〜
30
日
（
月
）

鳥
取
県
米
子
市
角
盤
町
１
︲
30

高
島
屋
米
子
店

（
０
８
５
９
・
２
２
・
１
１
１
１
）

■
大
屋
窯
の
器
と
濱
中
孝
子
の
ジ
ュ
エ

リ
ー

　

陶
器
、
磁
器
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
展
示
。

７
月
14
日
（
日
）
〜
21
日
（
日
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ラ
・
セ
ー
ヌ

（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
長
岡
あ
ゆ
み
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ーR
ussian M

usic

ー

　

長
岡
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
萩
市
出
身

（
萩
光
塩
学
院
平
成
16
年
卒
）、
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
記
念
ロ
シ
ア
国
立
モ
ス
ク

ワ
音
楽
院
大
学
院
を
昨
年
６
月
に
卒
業
。

関
東
地
区

現
在
、
全
国
各
地
で
ソ
ロ
を
中
心
に
演

奏
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ロ
シ
ア

音
楽
だ
け
を
集
め
た
演
奏
会
。

７
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

山
口
市
中
河
原
町
５
︲
12　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０

０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

（
問
）
長
岡
あ
ゆ
み
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
（
０
８
０
・
８
２
３
１
・
１
４
６

２
）
長
岡

■
九
州
指
月
会

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

９
月
８
日（
日
）
午
後
１
時
〜

福
岡
県
福
岡
市
大
名
２
︲
６
︲
60

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　

（
０
９
３
・
２
０
１
・
６
３
０
３
）
葊
瀬

■
岡
田
泰 

作
陶
展

９
月
３
日
（
火
）
〜
９
日
（
月
）

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

九
州
地
区

関
西
地
区

　

浦
上
（
敏
朗
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

東
洋
陶
磁
、
浮
世
絵
の
計
１
９
２
点
を

厳
選
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
中
〜
７
月
15
日
（
月
・
祝
）
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日（
７
月
15
日
は
開
館
）

入
場
料　

１
２
０
０
円

東
京
都
港
区
南
青
山
６
︲
５
︲
１

根
津
美
術
館

（
０
３
・
３
４
０
０
・
２
５
３
６
）

▽
地
下
鉄 

銀
座
線
・
半
蔵
門
線
・
千

代
田
線 

「
表
参
道
駅
」
か
ら
徒
歩
８
分

銀座Nikon Salon
７月17日（水）～30日（火）
大阪Nikon Salon
８月８日（木）～21日（水）

山
口
県
関
係

中
国
地
区
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萩
高
指
月
会
の
本
部
総
会
。
今
年
の

引
受
期
は
50
期
（
平
成
10
年
卒
）。

８
月
８
日（
木
）
午
後
７
時
〜

萩
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）
井
町

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　

萩
光
塩
学
院
小
中
高
の
合
同
総
会
。

８
月
10
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

長
門
市
湯
本
温
泉　

大
谷
山
荘

連
絡
先　

萩
光
塩
学
院

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
７
８
２
）

■
山
口
県
指
定
有
形
文
化
財 

指
定
記

念
展
「
吉
田
松
陰
の
生
涯
」

　

松
陰
先
生
の
遺
書「
留
魂
録
」や「
幽

囚
録
」
な
ど
熱
い
思
い
が
こ
も
っ
た
貴

重
な
資
料
の
数
々
を
展
示
。

開
催
中
〜
平
成
26
年
３
月
17
日
（
月
）

入
場
料　

一
般
５
０
０
円
、
中
学
・
高

校
生
２
５
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円

松
陰
神
社
宝
物
殿 

至
誠
館

（
０
８
３
８
・
２
４
・
１
０
２
７
）

■
山
口
県
現
代
工
芸
美
術
展

　

吉
賀
將
夫
な
ど
山
口
県
在
住
の
現
代

工
芸
作
家
の
陶
芸
な
ど
展
示
。

６
月
28
日
（
金
）
〜
９
月
29
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

前
中
ま
で
）

椿
東
４
２
６
︲
１　

吉
賀
大た

い
び眉
記
念
館

（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
１
８
０
）

■
長
岡
あ
ゆ
み
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
ー

R
ussian M

usic

ー

８
月
11
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０

０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

（
問
）
長
岡
あ
ゆ
み
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
（
０
８
０
・
８
２
３
１
・
１
４
６

２
）
長
岡

■
金
谷
天
満
宮
「
幽
玄
の
世
界
」

　

金
谷
天
満
宮
に
あ
る
燈
籠
の
お
ぼ
ろ

げ
な
灯
火
に
照
ら
さ
れ
た
参
道
を
、
親

子
一
緒
に
手
提
げ
提
灯
で
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
神
社
の
お
宝
公
開
や
草
野
隆

司
（
シ
ン
グ
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

８
月
13
日
（
火
）
午
後
７
時
〜
９
時
30
分

椿
３
０
３
０
︲
１　

金
谷
天
満
宮

（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
３
２
８
）

■
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ 

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ 

W
Ａ
Ｖ
Ｅ 

音お
と
な
み浪

　

萩
の
夏
フ
ェ
ス
。
東
京
、
福
岡
な
ど

か
ら
萩
出
身
者
を
含
む
多
数
の
バ
ン
ド
、

歌
手
な
ど
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
。

８
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

萩
市
堀
内　

石
彫
公
園
内

一
般
２
０
０
０
円
、
学
生
１
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://hagi-otonam
i.com

/

）
の
ほ
か
、

Ｐ
Ｃ
、
携
帯
か
ら
イ
ー
プ
ラ
ス
で
購
入

で
き
ま
す
。

■
図
録
「
幕
末
明
治
の
洋
行
者
た
ち
ー

植
村
雅
史
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

田
戸
惠
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

木
村
靖
枝
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

山
本
孝
夫
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

大
河
内
千
鶴
子
さ
ん（
埼
玉
県
川
越
市
）

岡
村
善
武
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

松
村
美
代
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

片
山
玉
重
さ
ん　
（
京
都
府
長
岡
京
市
）

芳
村
勝
代
さ
ん　
　
（
大
阪
府
八
尾
市
）

栗
山
光
正
さ
ん　
　
（
千
葉
県
市
原
市
）

伊
藤
亨
さ
ん　
　
　
（
千
葉
県
市
川
市
）

桂
木
忠
さ
ん　
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）

吉
川
道
子
さ
ん　
（
福
岡
県
大
野
城
市
）

武
井
富
美
子
さ
ん　
（
東
京
都
板
橋
区
）

中
村
恭
典
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

佐
野
善
己
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

長
岡
忠
孝
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

田
中
勝
巳
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

（
４
月
25
日
〜
６
月
24
日　

18
人
）

萩
博
物
館
所
蔵
古
写
真
集
成
（
２
）」

　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
渡
航
１
５
０
年
を
記

念
し
て
、
萩
博
物
館
で
企
画
展
「
幕
末

明
治
の
洋
行
者
た
ち
ー
藩
都
萩
に
眠
る

古
写
真
か
ら
Ⅱ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
古
写
真
を
「
幕
末
の
洋
行

者
た
ち
」、「
明
治
の
洋
行
者
た
ち
」、「
異

国
の
人
物
と
風
景
」
の
３
部
構
成
で
解

説
し
た
図
録
で
す
。

（
問
）
萩
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

■
「
社
会
彫
刻
」　　
　

伊
勢
谷
友
介

　
「
地
域
が
自
ら
の
力
で
立
ち
上
が
る

た
め
に
」
と
題
し
て
、
２
０
１
１
年
に

萩
の
若
者
が
主
体
と
な
る
地
域
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
ハ
ギ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
〈
論
〉
を
20
ペ
ー
ジ
に
わ

た
り
紹
介
。

■
茶
の
あ
る
く
ら
し「
な
ご
み
６
月
号
」

　

特
集
「
毛
利
家
の
名
品
と
萩
焼
の
里

を
訪
ね
て 

山
口
・
毛
利
家
の
旅
」
で
、

毛
利
家
の
御
用
窯
と
し
て
生
ま
れ
た
萩

焼
の
窯
元
の
紹
介
や
、
茶
の
湯
文
化
に

関
す
る
史
跡
等
を
紹
介
。

■「
目
の
眼
７
月
号
」（
６
月
１
日
発
売
）

　

根
津
美
術
館
特
別
展
の
大
特
集
と
し

て
、
特
集
「
は
な
て
ば 

て
に
み
て
り
」

（
放
て
ば
手
に
満
て
り
）
で
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
名
誉
館
長
の
浦
上
敏
朗
さ

ん
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
を
紹
介
。

■
中
国
新
聞　

文
化
欄
「
緑
地
帯
」

　

西
村
不ふ

か

し
可
止
（
萩
高
昭
和
39
年
卒
、

広
島
市
在
住
）
が
「
紫
福
キ
リ
シ
タ
ン

伝
承
」
を
７
月
初
旬
か
ら
８
回
連
載
し

ま
す
。

①
萩
夏
み
か
ん
ゼ
リ
ー
（
３
個
）
を
３

名
様
。

　

夏
み
か
ん
の
食
感
と
ゼ
リ
ー
の
あ
っ

さ
り
と
し
た
甘
さ
が
絶
妙
の
デ
ザ
ー
ト

で
す
。
地
元
「
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
」

が
１
９
９
３
年
に
発
売
開
始
以
来
、
人

気
急
上
昇
。
萩
の
手
軽
な
お
土
産
と
し

て
も
最
適
で
す
。

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
７
月
20
日（
消
印
有
効
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
１
︲

１　

福
岡
三
越　

９
階
美
術
画
廊

（
０
９
２
・
７
２
４
・
３
１
１
１
）

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
本
部
総
会

　

萩
商
工
つ
ば
き
会
の
本
部
総
会
。

７
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日
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土
）
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時
〜

会
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０
０
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円
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弁
当
代
、
福
引
代

含
む
）
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安
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町
５
４
４　

萩
商
工
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
３
４
）
小
田

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

価格　1000円
発行　萩博物館

価格　1470円
発行　朝日新聞出版

出
版
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

萩
市
関
係

価格　840円
発行　淡交社

価格　1050円
発行　㈱目の眼
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7月14日（日）9:30～13:00
◇萩の瀬つきあじ祭り
　
7月28日（日）9:30～15:00
◇ひまわりロードフェスタ
7月28日（日）20:00～
◇須佐湾大花火大会
8月1日（木）〜3日（土）
◇萩夏まつり
8月1日（木）20:00～
◇萩・日本海大花火大会
8月13日（火）19:30～22:00
◇萩・万灯会（迎え火）
8月25日（日）17:00～
◇たまがわ夏まつり

むつみ・
ひまわりロード

須佐漁港

大照院

江崎弁天公園周辺

住吉神社・吉田町ほか

菊ヶ浜海水浴場

山口県漁協萩地方卸売市場、道の駅「萩しーまーと」

　恒例の夏の大イベント「萩・夏まつり」が８月１日～３日
に開催されます。１日は大迫力の萩・日本海大花火大会、２
日はヨイショコショパレードやトコトンヤレ節パレードなど
の市民総踊りが会場を練り歩き、３日は市内町内会自慢の大

田
村
美
智
子（
萩
市
椿
）「
肩
車
」

６月29日㊏〜８月25日㊐

三輪和彦「黒の遺構」
撮影　斎城 卓

提灯をお披露目する「のんた大提灯パレード」のほか、伝統
の「踊り車」、迫力の「住吉神輿」、山口県無形民族文化財指
定の「お船謡」が披露されます。
■問い合わせ　萩商工会議所　☎ 0838・25・3333

キャンディーバスレット ジャイアントパンダ

ヤンバルクイナ

萩市観光協会　☎0838・25・1750

ントカレンダ−べイ

☎０８３８・２４・２４００ ☎０８３８・２５・６４４７

７月６日㊏正午〜９月８日㊐


